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住友信託、国連環境計画宣言に署名、信託銀行で初 

～金融機関も環境配慮の時代に～ 

 

 

住友信託銀行株式会社（社長 高橋 温）は、10月 20日、東京国際フォーラムで開催されている『2003国連環境計

画・金融イニシアティブ東京会議－金融と環境に関する国際会議－』において、日本の信託銀行としては初めて、国

連環境計画（ＵＮＥＰ）宣言に署名しました。 

 

住友信託は今年 6月にCSR（企業の社会的責任）を統括する社会活動統括室を企画部内に設置し、CSR活動を推

進する体制を整備しました。今回の UNEP宣言への署名も、この活動の一環として行うものです。 

CSRはもともと、欧州の国や企業が積極的に取り組んできました。近年、日本の産業界でも注目をあびており、企業

と経済・環境・社会の持続可能な成長の実現に向けた活動が活発化していますが、CSR に関する専門組織を持つ

企業は現時点ではまだ少数にとどまっています。こうした中にあって、住友信託は、日本初の企業年金向け SRI（社

会的責任投資、今年 7月設定）の提供開始等、企業の社会的責任を重視する活動に注力してきました。 

 

今回の署名を通じ、CSR 活動の中でも最も重要な事項の一つである環境配慮活動について、日本の銀行として積

極的に関わり、取り組みを行っていく方針です。 

 

Ø CSR：Corporate Social Responsibility 

Ø SRI：Socially Responsible Investment 

Ø 国連環境計画・金融イニシアティブ http://unepfi.net/ 

（the United Nations Environment Programme （UNEP） Financial Institutions Initiative （FI）） 

【目的】金融機関のさまざまな業務において、環境および持続可能性（サステナビリティ）に配慮した最も望まし

い事業のあり方を追求し、これを普及・促進すること。 

【歴史と背景】1972年ストックホルム国連人間環境会議で採択された「人間環境宣言」および「環境国際行動計

画」の実行機関として、同年の国連総会決議に基づき設立された国連機関。現在、世界各地の金融・保険・証

券会社等約260社が署名している。1992年の設立以来、金融機関が、自らの発展と環境保護の両立、持続的

発展について積極的に情報交換・協調活動を行い、さまざまな業務やサービスに環境配慮の観点を取り入れ

るよう働きかけを行ってきた。 

 

プレスリリースに関するお問い合わせ 

広報室・松野下  03-3286-8146   matsunoshita@sumitomotrust.co.jp 

企画部社会活動統括室・井上  03-3286-8041   inouea@sumitomotrust.co.jp 


